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次号予告 2024年 5‒6月号

特集

心不全増悪の生活要因
を解消するヒント集
磨け、生活調整力！
「在宅で療養する心不全患者をサポートする」。
そのためには、心不全増悪の生活要因を解消していくことがポイントになります。
心不全の病態を理解するとともに、日常生活の活動や生活環境に想像を巡らせ、
心負荷との関係を考えて調整する。もっと言えば、洗濯や料理の方法、室内移
動の動線、家具の配置を見直す、外出時の注意点を共有するなど、細やかな工
夫が必要です。この企画ではそんな「生活調整」のところに注目したいと考えてい
ます。
心不全の実践を得意とする実践家の皆さんに、過去のご自身の経験から超具体
的＆個別的なアイデアをとにかくたくさん教えてもらいました。たくさんのアイデアが
ヒントになって、皆さんの現場の実践も充実していくはず。そう願っての企画です。

心不全増悪の生活要因を解消するアイデア
◉ CHFEホームケアネットワーク（白川大樹、東田雪絵、高取幸恵、植村優衣、

藤井由美、瀧本晶子）

※一部変更となることがあります。

編集後記

今 回は2つの座談会記事があり
ます。一つは小児訪問看護

に関する座談会で、もう一つは最期
のときを過ごす場所（住まい）と看護
をめぐっての座談会です。異なるテー
マであり、話し手も違うのですが、編
集作業中、両者に共通するものを感
じていました。例えば、看護師の役
割が語られるとき。どちらの座談会で
も、「（症状・疼痛などの）医学的な
管理」などは後景に置かれ、「療養
するその人の生活を成り立たせる」と
いうところが強調されていました。語
られる実践の構造もどこか似ていま
す。「療養者本人や家族に取って代
わって行う」のではなく、「療養者本人・
家族が自らできるようになることをサ
ポートする」ことを重要視していました。
また、対話などのコミュニケーションそ
のものが「療養者・家族が自覚さえ
していない希望や力をも引き出すきっ
かけになる」というふうに見ているとこ
ろも、2つの記事で重なるのではない
でしょうか。語りの豊かさとかっこよさ
に圧倒された座談会でした。…小池
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